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18‐20中期 スタート（2018年４月～）

中期計画を１年毎にローリング

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

2020年Vision
の延長線

到達
レベル

2025

11中
変革と仕込みの期

12中
育成の期

13中
収穫の期

進化

2020

18-20中期 重点施策

収穫と進化

1. ニーズを先読みしたものづくり進化
2. グローバルオペレーションの確立と実行
3. 品質保証体質の飛躍的向上
4. 将来を担う人材の先行育成・最適配置
5. 企業価値向上に向けたサステナビリティ展開

成長と飛躍

卓越した技術と特長ある製品で
真のワールドワイドプレイヤーになる



米国拠点の生産安定化に向けて

大幅な体質改善により 健全な生産拠点へ

US Yachiyo Inc.

2016年度（64期） 2017年度（65期） 2018年度（66期） 2019年度（67期） 2020
年度

9月
新機種立上り

９月以降
設備トラブル

在庫ひっ迫

12月
年末の長期連休工事

以後安定化継続中

STEP1
安定生産の基盤構築

STEP２
ローカルマネージメント主体

人材育成強化

STEP3
設備更新完了

増産対応

設備メンテナンス在庫推移

日本人駐在強化
⇒ 設備保全活動を実施

現地従業員の定着化

安定生産が可能に

現状



品質強化に向けて

上記対応で市場不具合の再発防止を徹底する

日本

グローバル全拠点の体質検証

体質向上展開

各拠点の指標の日々モニタリング実施

再発防止グローバル展開

2018年度 市場措置の発生

燃料タンク ２件
サンルーフ １件

お客さまに
ご迷惑を
おかけした

原因

品質要求への対応性を向上させるため、
タフネス性の高い仕様、製法を確立

・設備管理の不備
・決め事の不遵守

全拠点の過去トラブルを日本が中心となり
再検証を行うことで再発防止につなげる



燃料タンク

日本、アジアで

生産台数が増加

売上収益（億円）

生産台数（千台） +54千台
（+1.2％）

+11億円
（+2.0％）



サンルーフ

米州、中国で

生産台数が減少

売上収益（億円）

生産台数（千台） -290千台
（-10.5％）

-56億円
（-10.4％）



二輪部品

売上収益（億円）

ベトナムで生産量が増化

キャタライザー

（触媒）

マフラー

二輪部品の生産を担う
合志技研工業グループ

フレーム

+17億円
（+2.8％）



連結業績



連結業績（継続事業）

※１億円未満は四捨五入して表示しております

2017年度 2018年度 前年度比

売上収益 1,656 1,612 -44 （-2.7％）

営業利益 94 7 -87 （-92.5％）

税引前利益 92 9 -83 （-89.9％）

親会社の所有者に帰属
する当期利益

48 -43 -91 （ ー ％）

（億円）

為替レート（AR）
（USドル）

111円 111円 ー

日本及びアジアにおける受注の増加はあったものの米州、中国での受注の減少
やメキシコで発生した水害による主要顧客の生産休止影響などにより減収
原価改善効果はあったものの米国拠点における生産安定化対応費用や、リコー
ル関連費用及び減損損失を計上したことなどにより減益

主な要因 ・売上収益

・営業利益



連結業績（非継続事業）

※１億円未満は四捨五入して表示しております

2017年度 2018年度 前年度比

売上収益 93 ー -93 （ ー ％）

営業利益 19 8 -11 （-56.2％）

税引前利益 19 8 -11 （-56.2％）

親会社の所有者に帰属
する当期利益

25 8 -17 （-66.5％）

（億円）

完成車事業は2018年４月に本田技研工業株式会社へ事業譲渡しており、
非継続事業に分類しております。



地域別セグメント業績



地域別セグメント業績 日本

※１億円未満は四捨五入して表示しております

2017年度 2018年度 前年度比

売上収益 259 279 +20 （+7.7％）

税引前利益 -36 -14 +21 （ ー ％）

（億円）

主な製品

燃料タンク サンルーフ 樹脂部品 二輪部品

・売上収益

・税引前利益

主な要因
燃料タンク及びサンルーフの受注の増加などにより増収

原価改善効果などに加え、単独で減損損失を計上した
2017年度に比べ改善



地域別セグメント業績 米州

※１億円未満は四捨五入して表示しております

2017年度 2018年度 前年度比

売上収益 437 392 -45 （-10.2％）

税引前利益 2 -82 -84 （ ー ％）

（億円）

主な製品

燃料タンク サンルーフ

・売上収益

・税引前利益

主な要因
サンルーフの受注の減少やメキシコで発生した水害によ
る主要顧客の生産休止影響などにより減収
受注の減少や生産安定化対応費用、リコール関連費用
及び減損損失を計上したことなどにより減益



地域別セグメント業績 中国

※１億円未満は四捨五入して表示しております

2017年度 2018年度 前年度比

売上収益 371 333 -38 （-10.1％）

税引前利益 60 38 -22 （-37.0％）

（億円）

主な製品

燃料タンク サンルーフ

・売上収益

・税引前利益

主な要因
燃料タンク及びサンルーフの受注の減少などにより減収

受注の減少や機種構成差及び新技術導入対応費用の
増加などにより減益



地域別セグメント業績 アジア

※１億円未満は四捨五入して表示しております

2017年度 2018年度 前年度比

売上収益 589 607 +18 （+3.1％）

税引前利益 68 66 -2 （-2.0％）

（億円）

主な製品

燃料タンク 二輪部品サンルーフ

・売上収益

・税引前利益

主な要因
二輪部品の受注の増加などにより増収

増収に伴う利益の増加はあったものの機種構成差など
により減益



招集ご通知35～46ページをご覧ください

連結財政状態計算書
連結損益計算書

連結包括利益計算書
連結持分変動計算書

連結キャッシュ・フロー計算書
貸借対照表
損益計算書

株主資本等変動計算書



連結財政状態計算書



連結財政状態計算書

※１億円未満は四捨五入して表示しております

2017年度 2018年度 前年度比

資産合計 1,313 1,188 -125

負債合計 594 514 -80

親会社の所有者に
帰属する持分合計 590 532 -58

非支配持分 129 143 14

資本合計 719 675 -44

負債及び資本合計 1,313 1,188 -125

（億円）

主な要因
・資産合計
・負債合計
・資本合計

営業債権や売却目的で保有する資産の減少
売却目的で保有する資産に直接関連する負債の減少
利益剰余金の減少や配当金の支払いなどによる減少



当社単独業績

日本基準での表記



主な要因

単独業績（日本基準）

※１億円未満は四捨五入して表示しております

2017年度 2018年度 前年度比

売上高 717 406 -311 （-43.3％）

営業利益 -18 -19 -1 （-6.9％）

経常利益 14 13 -1 （-5.9％）

当期純利益 -12 14 +26 （ ー ％）

（億円）

・売上高
・当期純利益

完成車事業譲渡による減少
原価改善効果などに加え、減損損失を計上した2017年
度に比べ改善



対処すべき課題

招集ご通知16～18ページをご覧ください



対処すべき課題

世界的に自動車市場は今後も拡大が期待できる

自動車の販売台数
米国・中国がけん引

新興国では需要が増加



対処すべき課題

部品メーカーは独自提案できる企画開発力とグローバルレベルの供給力を備える必要がある

自動車メーカーの動き

CASE、MaaSなどの新価値具現化

自動車メーカーは資源投入を加速

接続性

自動運転

共有

電動化

Connected

Autonomous

Sharing

Electric

Mobility as a Service

あらゆる交通手段による
移動を継ぎ目なくつなぐ
新たな概念

CASE

MaaS



対処すべき課題

18-20中期 …“収穫と進化”を加速させ2020年とその先に繋げる

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

到達
レベル

2025

2030

11中
変革と仕込みの期

12中
育成の期

13中
収穫の期

18-20中期

成長

飛躍

収穫と進化

2020

2019年度（67期）
・北米地域の生産体質の回復
・品質領域の強化・盤石化
・進化の仕込み

18-20中期の位置づけ

グローバルでトップの技術・製品の
競争力を実現する



決議事項



決議事項

招集ご通知５ページをご覧ください

剰余金の処分の件

第１号議案



決議事項

長期的な視点に立ち連結業績を考慮しながら、配当を実施する

第１号議案：剰余金の処分の件

配当財産の種類 金銭

配当財産の割当てに関する事項及びその総額
当社普通株式１株につき 金８円
総額 １億9,210万6,840円

剰余金の配当が効力を生じる日 2019年６月26日

期末配当に関する事項

当社配当方針



決議事項

招集ご通知６～11ページをご覧ください

取締役７名選任の件

第２号議案



決議事項

第２号議案：取締役７名選任の件

取締役候補者

候補者氏名

山口 次郎

藤本 朋宏

北村 哲也

安田 哲

松原 美樹

加藤 憲嗣

横瀬 勉

やまぐち じろう

ふじもと ともひろ

きたむら てつや

やすだ さとし

まつばら よしき

かとう のりひで

よこせ つとむ

現在の当社における地位

代表取締役社長

代表取締役専務取締役

常務取締役

常務取締役

取締役

社長付

取締役

再任

再任

再任

再任

再任

新任

再任 社外 独立役員



決議事項

招集ご通知12ページをご覧ください

監査役１名選任の件

第３号議案



決議事項

第３号議案：監査役１名選任の件

監査役候補者

候補者氏名

根岸 昭雄
ねぎし あきお

現在の当社における地位

業務監査室 主幹新任
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